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和
太
鼓
蓮「
う
て
な
」の
演
奏
後
、

式
典
は
、
増
田
副 

会
長
の
司
会
で
ス 

タ
ー
ト
。
次
第
に 

沿
っ
て
進
め
ら
れ
ま
し
た
。 

   

全
国
各
地
か
ら
ご
参
加
の
仲
間

の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

熊
本
の
地
震
、
千
葉
の
豪
雨
な

ど
全
国
各
地
で
発
生
し
て
い
る
自

然
災
害
で
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

お
見
舞
い
と
一
日
も
早
い
復
興
を

祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
た
ち
は
世
界
中
の
平
和
を
求

め
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

現
在
で
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・ガ
ザ
・イ 

        ラ
ン
な
ど
に
お
け
る
戦
い
の
終
息

は
見
え
ず
、
今
や
ホ
ル
ム
ズ
海
峡

は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
化
し
、
私
た
ち

の
物
価
に
も
し
わ
寄
せ
し
て
い
ま

す
。 ２

月
の
総
選
挙
で
は「
新
し
い
何

か
」と
い
う
印
象
と
期
待
を
持
た

せ
て
、
自
民
党
が
圧
勝
し
ま
し
た
。

「
新
し
い
何
か
」は
女
性
首
相
だ
っ

た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。「
新
し
い
」ど

こ
ろ
か
、
安
保
三
文
書
の
改
定
、

憲
法
改
正
な
ど
国
論
を
二
分
す

る
テ
ー
マ
を
独
自
に
決
め
、
追
い

風
の
勢
い
で
強
行
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
５
か
月
余
り
の
特
別
国
会

で
見
え
た
の
は
、
説
明
責
任
か
ら

逃
げ
、
数
の
力
で
押
し
切
ろ
う
と

す
る
首
相
と
、
そ
れ
を
止
め
る
こ

と
も
で
き
な
い
自
民
党
の
責
任
政

全
国
か
ら

人
の
会
員
が
参
加
し
、
盛
大
に
開
催

 

 

９
月
15
日
（
火
）、
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
「
２
０
２
６
全
国
高
齢
者
集
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。 

集
会
は
、
和
太
鼓
蓮
「
う
て
な
」
に
よ
る
力
強
い
演
奏
で
開
幕
。
主
催
者
を
代
表
し

て
野
田
実
行
委
員
長
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
続
い
て
、
連
合
代
表
あ
い
さ
つ
、
関
係
政

党
あ
い
さ
つ
、
実
行
委
員
会
構
成
組
織
団
体
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
基
調
報

告
が
あ
り
、
続
い
て
、
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
星
浩
さ
ん
の
講
演
、
高
校
生
平
和
大
使

か
ら
の
活
動
報
告
、
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
読
み
上
げ
た
後
、
野
田
実
行
委
員
長
の
先
唱
で

会
場
全
体
で
団
結
が
ん
ば
ろ
う
を
行
い
ま
し
た
。 

「2026全国高齢者集会」 開催 
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心に活動。今回は「かざぐるま」「炎（か

ぎろい）」演奏していただきました 
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那
智
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実
行
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員
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党
と
し
て
の
劣
化
で
す
。
国
会
の

機
能
不
全
は
、
民
主
主
義
の
危
機

で
す
。
国
会
は
与
党
の
も
の
で
も

野
党
の
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

主
権
者
で
あ
る
国
民
、
私
た
ち
の

も
の
で
す
。
静
観
し
て
い
る
わ
け
に

は
い
き
ま
せ
ん
。 

政
府
は
食
料
品
の
消
費
税
率
を

来
春
１
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
消
費
税
導

入
は
教
育
や
子
育
て
支
援
、
年
金
、

医
療
、
介
護
な
ど
将
来
リ
ス
ク
を

減
ら
す
た
め
の
社
会
的
投
資
で
す
。 

政
府
は
未
来
への
責
任
放
棄
で
す
。 

私
た
ち
は
、
一
人
一
人
を
大
切

に
し
て
、
平
和
、
民
主
主
義
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
を
求
め
、
活
動
し
て

い
く
こ
と
を
申
し
上
げ
、
主
催
者

を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
し
ま
す
。 

「
笑
っ
て
過
ご
せ
る
社
会
を
私
た

ち
の
声
で
築
き
ま
し
ょ
う
。
」 

    

 

連
合
は
熊
本
県 

八
代
市
の
ボ
ラ
ン 

テ
ィ
ア
に
先
週
か 

ら
連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ 

ア
と
し
て
１
班
20
人
で
参
加
し
て

い
る
。
被
災
地
に
寄
り
添
い
、
復

旧
・復
興
の
取
り
組
み
を
進
め
る
。 

昨
年
１０
月
に
19
期
運
動
方
針

を
確
認
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る

安
心
社
会
の
実
現
に
向
け
取
り
組

み
を
進
め
て
き
た
。
少
子
高
齢
化

の
進
展
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続

性
、
物
価
上
昇
等
が
生
活
に
大
き

く
影
響
を
与
え
て
い
る
が
、
取
り

組
み
を
一
層
強
化
し
て
い
く
。 

26
年
春
季
生
活
闘
争
は
全
体
で

５
・
01
％
の
賃
金
水
準
の
引
き
上

げ
が
で
き
、
や
っ
と
賃
上
げ
が
定

着
し
て
き
た
。
ま
だ
生
活
に
余
裕

が
出
て
い
な
い
状
況
だ
が
次
の
春

闘
に
繋
げ
る
。 

来
年
の
統
一
地
方
選
に
つ
い
て

方
針
を
ま
と
め
た
。
組
織
内
議

員
・や
フ
ォ
ー
ラ
ム
議
員
全
員
の
当

選
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
参
議
院

選
挙
に
繋
げ
ら
れ
る
様
に
頑
張
る
。 

   

先
の
衆
議
院 

選
挙
で
は
、
色 

々
な
形
で
ご
支 

援
を
頂
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な
結

果
と
な
り
苦
難
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
と
な
っ
た
。
労
働
者
福
祉

を
訴
え
政
治
の
世
界
で
頑
張
っ
て

き
た
私
た
ち
と
、
公
明
党
が
政
治

的
に
掲
げ
て
き
た
大
衆
福
祉
の
ベ

ー
ス
は
平
和
が
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
。
今
回
、
三
党
が
円
満
な

形
で
の
合
流
は
果
た
せ
な
か
っ
た

が
、
上
と
下
の
分
断
の
拡
大
を
日

本
や
世
界
が
容
認
し
て
い
け
ば
政

治
が
乱
れ
、
秩
序
の
崩
壊
や
暴
力

へと
進
む
状
況
を
放
置
し
て
は
い
け

な
い
。
こ
こ
は
、
労
働
者
福
祉
と
大

衆
福
祉
、
平
和
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
、
認
め

あ
い
・多
様
性
の
あ
る
政
治
勢
力
の

再
構
築
に
全
力
を
尽
く
す
こ
と
が

責
任
と
考
え
て
い
る
。 

皆
さ
ま
の
日
々
の
安
心
、
次
の

時
代
ま
で
平
和
で
豊
か
な
尊
厳
あ

る
社
会
を
築
き
、
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し

て
い
き
た
い
。 

   

衆
議
院
選
挙
で
は
、
多
く
の
ご

支
援
を
い
た
だ
い
た
。
衆
議
院
の

仲
間
は
中
道
改
革
連
合
に
結
集
し

て
選
挙
を
戦
い
、
結
果
は
厳
し
い

も
の
と
な
っ
た
。
野
党
衆
議
院
議

員
が
結
集
し
、
今
の
政
権
与
党
に

対
峙
し
て
い
く
た
め
大
き
な
塊
を

作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
の
思

い
だ
っ
た
。
来
年
の
統
一
地
方
選
挙

で
は
、
立
憲
民
主
党
は
全
国
1100
余

名
の
自
治
体
議
員
の
う
ち
750
名

が
地
方
選
を
戦
う
。
現
職
議
員
全

員
の
当
選
と
少
し
で
も
多
く
の
新

人
の
当
選
を
勝
ち
取
る
た
め
し
っ

か
り
と
取
り
組
む
。 

   

し
っ
か
り
と
働
い
た
ら
賃
金
が

上
が
り
手
取
り
が
増
え
る
。
働
く

者
が
元
気
に
な
る
こ
と
が
社
会
そ

の
も
の
を
成
長
さ
せ
、
年
金
、
医

療
、
介
護
、
高
齢
者
の
安
心
を
守
っ

て
い
け
る
。
介
護
の
人
手
不
足
問

題
は
、
懸
命
に
現
場
を
支
え
て
い

る
介
護
事
業
者
の
処
遇
を
改
善
し
、

安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境

を
つ
く
る
こ
と
は
高
齢
者
の
安
心

や
介
護
の
た
め
に
仕
事
を
や
め
ざ

る
を
得
な
い
世
代
を
生
み
出
さ
な

い
た
め
に
も
重
要
な
課
題
。
社
会

保
障
を
支
え
る
力
を
大
き
く
し
、

働
く
人
に
も
子
育
て
世
代
に
も
高

齢
者
と
も
好
循
環
を
作
っ
て
い
く
。 

   

沖
縄
県
知
事
選
の
結
果
は
、
地

域
課
題
の
政
策
論
議
と
い
う
よ
り
、

変
え
て
く
れ
そ
う
な
、
刺
激
的
な

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
相
当
程
度
の

支
持
を
集
め
る
様
子
で
あ
っ
た
。 

暮
ら
し
と
平
和
が
如
何
に
繋
が
っ

て
い
る
か
、
社
民
党
も
護
憲
・平
和

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
皆
様
の
暮

ら
し
に
直
結
し
心
に
刺
さ
る
言
葉

の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
。 

地
域
の
運
動
と
自
治
体
や
議

会
の
活
動
を
連
携
さ
せ
、
一
人
一 

人
が
自
ら
の
人
生
を
精
一
杯
生
き

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
目
ざ
す
。 

   

今
後
、
公
明
党
は
、
中
道
改
革

連
合
の
公
明
党
系
議
員
を
受
け
入

れ
、
衆
・参
そ
ろ
っ
た
政
党
と
し
て
、

地
方
議
員
と
も
つ
な
が
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
政
党
と
し
て
体
制
を
整
え
、

再
出
発
す
る
。
中
道
政
治
を
実
現

で
き
な
か
っ
た
が
、
中
道
の
歩
み
を

真
ん
中
に
据
え
、
価
値
観
と
基
本

政
策
を
共
有
で
き
る
方
々
と
幅
広

く
連
携
し
、
中
道
の
ま
と
ま
り
を

伝
え
合
う
社
会
を
築
く
。 

今
後
も
、
年
金
・医
療
・介
護
の

安
心
を
確
か
な
も
の
と
す
る
た
め

制
度
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
く
。 

       

   

来
賓
あ
い
さ
つ 

 

立
憲
民
主
党 

森
本
真
治 

参
議
院
議
員 

 
 
 
 

国
民
民
主
党 

小
林
さ
や
か
参
議
院
議
員 

 
 
 
 

社
会
民
主
党 

ラ
サ
ー
ル
石
井 

幹
事
長 

 
 
 

公
明
党 

宮
崎
勝 

労
働
局
長 

 
 
 

中
道
改
革
連
合 

 

小
川
淳
也 

代
表 

 

連
合 神

保
政
史 

事
務
局
長 

 
 
 
 

忙しい中、ご出席いただいた 

関係政党の皆さま 
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〇
労
働
者
福
祉
中
央
協
議
会 

〇
全
国
労
働
金
庫
協
会 

〇
こ
く
み
ん
共
済coop 

〇
運
輸
労
連
（（オ
ブ
参
加
） 

  

宇
田
川
事
務
局 

長
よ
り
、
日
本
退 

職
者
連
合
運
動
の 

「
基
調
報
告
」を
行
い
ま
し
た
。 

            
 

       

   

講
演
、
報
告 

の
後
、
集
会
ア 

ピ
ー
ル
を
読
み 

上
げ
、
最
後
に
野
田
実
行
委
員
長

の
先
唱
で
、『
団
結
が
ん
ば
ろ
う
』

を
会
場
全
体
で
力
強
く
行
い
、
集

会
は
終
了
し
ま
し
た
。 

＊
集
会
で
は「
連
合
令
和
８
年
熊
本

地
震
緊
急
カ
ン
パ
」を
実
施
し
、 

３
万
4182
円
を
集
約
し
ま
し
た
。  

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

  
 

 
 

               

                                

                                

                                

実
行
委
員
会 

 

構
成
組
織
団
体
紹
介 

基
調
報
告 

高校生平和大使は、現在１９の都道府県枠と全国枠から、地域の実行委員会等 

によって選考が行われ、選出されています。 

活動は、①国連（欧州本部）などを訪問し、核兵器廃絶や平和の願いを訴える 

②訪問の活動成果を国内に広める活動に参加する ③核兵器廃絶に向けての国際協力・国際連帯の基盤を作る活動

を行うなどです。街頭で署名活動やカンパ活動を行っていますのでご協力をお願いします。 

今年は、神奈川県の第２８代・２９代平和大使２名と神奈川県署名メンバー４名の現役高校生に参

加していただきました。第２８代平和大使の青栁さんには国連欧州本部で昨年開催された国連軍縮

会議などについて、第29代平和大使の元井さんには今年の「自律型致死兵器システムの政府間専

門家会合」などについて報告をしてもらいました。また、4 名の署名メンバーからは、署名活動につ

いて報告をしてもらいました。  

 

「被爆者からお話しが聞ける最後の世代として 

平和について学び続け、活動を邁進したい」 

＊当日会場で、署名230筆・カンパ350,868円のご協力をいただきました。ありがとうございました。 

報 告 

集
会
ア
ピ
ー
ル
・ 

団
結
が
ん
ば
ろ
う 

  政治ジャーナリスト 星 浩 さん 
（元朝日新聞特別編集委員） 

         講演では、『直近のニュースを話題に

したい』とおっしゃり、世界の非常に速

い動きと日本の動きや対応をわかりや

すく、幅広く説明してくださいました。 

■波乱の国際情勢►デジタル・ＡＩの進化 

   ►軍事技術の変化 

   ►イラン戦争の行方 

   ►米中関係は中国優位で推移 

   ►台湾有事発言で日中関係は冷却 

■高市政権の動向と政策課題 

    ►高支持の背景（初の女性首相、既成政治への不

満、財政、外交ポピュリズム） 

     ►経済政策 

     ►消費税減税・防衛増税は、憲法改正は 

    ►野党はどう向き合うか 

■メディアの課題 

   

集会アピールを

読み上げる田村

副会長 

講 演  
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９
月
16
日
都
内
で
、「
26
年
度

地
方
代
表
者
会
議
」
を
WEB
併
用

で
開
催
し
ま
し
た
。 

野
田
会
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
新

役
員
紹
介
、
宇
田
川
事
務
局
長
よ

り
「
26
年
度
運
動
方
針
の
具
体
化

に
つ
い
て
」、
岩
崎
副
事
務
局
長
よ

り
「
政
策
・
制
度
要
求
に
向
け
た
取

り
組
み
」
等
を
提
起
、
意
見
交
換
を

行
い
、
意
思
疎
通
を
図
り
ま
し
た
。 

会
議
後
半
で
は
連
合
神
保
事
務

局
長
を
講
師
に
学
習
会
を
行
い
、

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。 

  

昨
日
の
全
国
高
齢
者
集
会
、
ご

協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

Ｉ
Ｃ
Ｃ
所
長
の
赤
根
智
子
さ
ん

が
今
年
８
月
に
米
ト
ラ
ン
プ
政
権 

        

    

 

か
ら
制
裁
措
置 

を
受
け
た
件
に 

つ
い
て
、
高
市 

総
理
が
「
残
念
」 

の
一
言
だ
っ
た
こ
と
に
超
党
派
議

連
か
ら
意
見
が
出
て
、
少
し
政
府

も
動
く
と
思
い
ま
す
。
い
つ
ま
で

ア
メ
リ
カ
の
方
を
向
い
て
い
る
の

か
と
い
う
思
い
が
あ
り
、
退
連
と

し
て
具
体
的
運
動
を
行
う
こ
と
を

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 ◇
ポ
イ
ン
ト 

◎
政
策
制
度
関
係 

 

関
係
省
庁
・
政
党
・
地
方
自
治
体

に
対
し
て
要
請
行
動
を
実
施
す
る
。

地
方
に
お
け
る
行
動
は
、
各
地
域

の
要
求
を
加
え
て
、
自
治
体
や
政

党
に
要
請
行
動
を
展
開
し
本
年
12

月
目
途
に
終
了
し
来
年
１
月
31
日

ま
で
に
報
告
す
る
。 

 

ま
た
、
取
り
組
み
に
あ
た
っ
て
、 

は
連
合
と
連
携
し
行
動
す
る
。 

◎
組
織
強
化
・
組
織
拡
大 

 

第
２
次
組
織
拡
大
プ
ラ
ン
・
第

３
期
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
基
づ 

     

い
て
取
り
組
み
を
進
め
る
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
機
関
誌
な
ど
を
活
用

し
て
退
連
の
活
動
内
容
を
よ
り
多

く
の
人
に
周
知
す
る
。 

◎
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
取
り
組
み 

 

第
２
次
行
動
計
画
進
捗
状
況
確

認
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
選
択
的

夫
婦
別
姓
制
度
へ
の
取
り
組
み
、

学
習
会
を
開
催
す
る
、
等
。 

◎
環
境
・
防
災
の
取
り
組
み 

◎
政
治
の
流
れ
を
変
え
る
取
り
組 

み
。 

 

 
  鹿

児
島
県
退
連 

①
現
職
代
表
芳
野
会
長
に
退
連

の
行
事
に
積
極
的
に
顔
を
出
し
て

頂
く
よ
う
要
請
す
る
。
②
中
道
改

革
連
合
が
分
裂
し
新
た
な
出
発
を

す
る
。
中
道
改
革
連
合
を
結
成
し

た
主
旨
を
踏
ま
え
て
進
め
て
ほ
し

い
。
暴
走
す
る
高
市
政
権
に
対
し
、

野
党
の
連
携
は
極
め
て
重
要
。
③

沖
縄
県
知
事
選
で
国
民
民
主
党
は
、

連
合
沖
縄
推
薦
候
補
以
外
を
推
薦

し
た
。
高
市
政
権
に
対
す
る
野
党

の
連
携
強
化
の
た
め
に
、
退
連
は

意
見
し
て
ほ
し
い
。 

北
海
道
退
連 

①
政
策
「
特
定
地
域
の
介
護
」
に

つ
い
て
今
後
サ
ー
ビ
ス
の
不
均
衡

や
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
危
惧
す
る
。 

②
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
の
問
題

に
つ
い
て
取
り
組
み
が
必
要
。
③

高
校
生
平
和
大
使
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
次
世
代
に
繋
げ
て
い
く

た
め
、
連
合
な
ど
全
体
の
運
動
に

し
て
い
き
た
い
。 

                     

岐
阜
県
退
連 

①
組
織
拡
大
は
現
役
組
織
に
指

導
が
下
り
て
い
な
い
の
が
実
態
。

定
年
延
長
や
再
雇
用
制
度
で
退
職

者
組
織
移
行
は
組
織
に
よ
り
違
い

が
あ
る
の
で
、
現
役
産
別
へ
の
対

応
を
お
願
い
す
る
。
②
中
道
改
革

連
合
へ
の
対
応
を
早
く
決
め
て
ほ

し
い
。
来
年
の
統
一
地
方
選
挙
や

参
議
院
選
挙
等
が
あ
り
、
早
く
浸

透
を
図
り
た
い
。 

             

 

運
動
方
針
の
具
体
化 

に
つ
い
て
提
起 

地
方
代
表
者
会
議
を
開
催
し
、 

 

年
度
運
動
方
針
の
具
体
化
の
意
思
疎
通
を
図
る 

 

意
見
交
換
・発
言
要
旨 

 

野
田
会
長
あ
い
さ
つ 

学習会 「連合第１９期運動方針（2025.10～2027.9） 当面の課題」 

講師 連合事務局長 神保 政史 さん 

 
神保事務局長より、連合第19期の運動方針と直面してい

る課題、課題解決に向けての取り組みについて説明いただき

ました。 

重点分野 1：「全ての働く仲間をまもりつなぐために、組織 

拡大・強化を最重点取り組みと位置づけ、集団的労使関係の 

追求と社会に広がりのある運動の推進」組織率低下に歯止めが効かない。就

労形態の変化、人口減少、若年層の減少傾向も含め厳しい状況。2026 年 10

月～2030年 9月までに概ね 77万人の組織拡大を目標としている。 

重点分野 2：「安心社会とディーセント・ワークをまもり、創り出す運動の推

進」。社会保障・教育と税制の一体改革については、連合内、関係省庁、政治

の世界等へ我々の考えを主張し実現に向けた動きをしている。 

その他、重点分野の 3：ジェンダー平等、「真の多様性」が根付く職場・社会

の実現。推進分野 1：社会連帯を通じた平和、人権社会貢献への取り組 

みと、次世代への継承。推進分野 2：健全な議会制民主主義と政策実 

現に向けた政治活動の推進。等   

会議は都内ルポール麴町

において、WEBを併用し 

47 都道府県の代表者と

開催しました 

 

神保事務局長 


